


















































それは， 学習者たちが俳句の学習で何についても っとも戸惑いを感じているかといえば， r俳句
という文芸はいったい何なのか」と いう彼らの素朴な疑問にたいして，教員の対応が1変l床である
ことではないかと考えたからである。





この標語も音律としては五七五でできている。 では，この五七五はなぜ 「標語jであり ，1-俳句j
ではないのか，それを決定づける根拠や理由はなにか，そのことについて国語科の教員は学習者
に説明する責務があるはずである。教科書的には「季語がないjという理由が第ーになろう 。 し
かし 文学史を調べてみると「無季自由律俳句Jという存在があり ，それを根拠に して反論され
たなら， 1-季認jの有無が俳句であるか否かの決定権を持つという様拠は きわめて危うくなる口事
近代俳句の提唱者である正向子規も，





その句に『俳句的な何かJ が宿っているか~ljl問題J<6) として，匂を離れて普通的に説明する こと
は，それはま たかなり難 しし守知垣なのである。


















































































































E 路上で 私が 家に向かって歩いている
秋風やさびしくなくなよ
摺囲iこ誰もいない駐車
今だけは 夕暮れ時に 作者が タ8を背にしてたたずんでいる
場で
F 秋の夕暮れ 帰り道で 私が 空気の;令たさと秋の短さを感じている
秋の思しみる間もなく
秋の夕暮れiこ 帰り道の大学の道路で 作者が 風の寒さを感じている
冬が来る
G 秋 家の援で 母が コスモスをさみしそうに眺めている
秋風や 少し底の強い 急いでいる人 ふと足を止めて花が揺れている情景
通勤・通学の途中で





























c :{と il宿直を奏でる 季重なりを解消した J大桜の一輪揺るるやカーラジオ
TX の J~\.





F駄の)裂しみる間もなく冬が来 季またがりをJiJ!(消するため、冬という詩 駄のlA.lしみる間 もなくすぎてゆく
る をなくした
G るk風やj立に真 I~I な花ひとつ ~ま たがり、季重なりを解消 した。 :/Ë を 秋風やうつむき姿の佐!一輪
見る主体を I~ 分に した。う つむくという
さびし さを表す詔を選んだ。
11 秋JilR と ボールの~;J~ ni1走 る )ti ソフトボール大会の光景ヵ、子{11:たちの遊 l~}{:生のボーノレと戸ぞ秋J!Ïlへ
ぶ光景かわからなかったので。
I秋!民間一心濡らす誌の儲守 過去)1;を現在のことにした。 ~)\I主L鵠]忘*.Lてなら ぷA こ とのあり
たとえばG.Hに注目すると，I自jによらなかったために生じた混乱に気づいたり， ，-他jの
主体を明確にしないと読み手に表現が伝わらなかったということに気づいて修正していることが





さらに， このような「情景Jの fわかりやすさ」に注目 させた俳句の推蔽を創作活動に加える
ことは，俳句の創作活動にとどま らず， I主体的な学びJ=創作→「学習者の交流J=情景の批評
かー 「深い学びJ=根拠ある改作と，まさに現在求められているアクティブ ・ラー ニングの一つの
学習活動と軌をーにしていると も言える(13)。
5. おわり に




し， くわえて 「季語JI切れ字」 といったルールを保持しつつ，自己の詠んだ情景を他人と共有で
きることを意識化させる ことが重要である。 俳句の場合は， 無目的に安易な「自由」を持ちこむ
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